
６重

の
天
命
旋
の
相
迦
が
伺
は
れ
や
う
ざ
思
ふ
。

　

若
し
古
代
史
研
究
家
を
憚
古
涙
と
疑
古
派
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る

な
岫
ぱ
、
津
田
厚
士
の
立
場
に
正
に
疑
古
派
の
そ
れ
Ｖ
あ
る
Ｅ
呉
ａ
得
よ

う
。
而
し
て
本
書
は
津
田
侭
士
の
立
場
と
し
て
は
Ｉ
臨

云
へ
る
。
只
、
疑
古
澱
に
免
る
べ
が
ら
ざ
る
帖
貿
と
し
て
、
’
破
邪
に
急
で

あ
っ
て
。
斟
正
に
略
で
あ
る
。
要
す
る
に
本
書
は
。
、
疑
古
河
の
長
所
を
泣
憾

な
く
!
S
f
揮
し
っ
っ
も
結
局
そ
の
効
力
に
一
定
の
限
界
が
お
・
る
こ
と
を
如
宜

に
示
し
た
も
の
に
外
な
ら
ぬ
で
占
ら
う
。

　

な
ほ
半
書
を
誤
む
初
學
者
の
罵
に
二
二
の
参
考
書
を
附
記
し
て
置
く
の

も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
論
語
の
本
文
を
何
で
汝
む
か
。
が
先
づ
第
一
の
尚

洞
で
あ
る
が
い
皿
・
な
る
泌
み
下
し
文
を
囮
諏
と
橘
す
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
原

の
混
文
で
蔵
む
に
如
か
ず
、
少
し
『
。
［
い
が
根
本
惑
明
綜
士
に
「
諭
語
凶
威
」
ヽ

が
あ
り
・
面
白
く
誤
め
る
・
但
し
こ
れ
’
に
は
専
門
家
の
側
か
。
ら
異
戻
が
旺
る

か
も
知
れ
ぬ
。
紅
れ
以
訃
の
孔
子
の
言
葉
と
将
す
る
も
の
を
集
め
た
本
に

浴
の
河
肛
棟
の
逍
跡
が
め
り
、
之
も
ざ
い
｀
が
、
え
蒜
隆
吉
巧
士
に
「
逸
語

訓
譚
」
が
あ
る
。
孔
子
弟
子
の
ぶ
辿
は
馬
齢
の
絆
史
感
九
十
五
に
、
む
め

ら
れ
、
俗
書
と
詣
け
ら
れ
乍
ら
、
も
蔀
赳
旋
の
「
四
書
人
物
考
」
は
便
利
で
・

あ
応
ｃ
な
ほ
武
内
辰
雄
昭
次
が
定
本
乱
苫
七
國
誰
さ
れ
た
款
波
文
庫
小

論
謡
及
び
津
副
腎
士
と
は
別
の
立
揚
か
収
論
語
刃
ン

読
之
研
究
」
が
必
堕
の
も
の
な
る
は
一
Ｋ
ふ
ま
で
も
な
か
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
波
’
ｗ
凄
拉
行
、
Ａ
５
版
、
H
l
i
i
l
｡
;
ｊ
(

Ｖ
＾
'
｡
＼
二
八
。
廣
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十
円
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’
翠

　
　
　
　
　
　

宮

　

崎

　

市

　

定
著
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Å
。
５
版
二
八
八
頁

　

昭
・
和
二
↑
一
年
十
月
二
十
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
田
址
発
行

　

定
似
。
Ξ

　

十

　

圓

　

科
學
は
巾
す
迄
も
侃
ｙ

百
有
む
年
間
賓
施
さ
れ
来
っ
た
、
高
節
官
省
格
試
験
制
度
で
あ
る
。
多
少
‐

の
塗
昌
は
あ
る
と
し
て
も
予
三
百
吊
鋼
ぬ
叙
さ
れ
た
と
言
ふ
此
の
事
賞
に

對
し
て
は
。
輦
に
官
吏
登
庸
法
と
言
ふ
川
題
に
止
ら
ず
ゾ
総
に
直
接
問
援

影
愕
を
受
け
た
種
々
の
問
趣
が
、
こ
れ
に
伴
っ
て
提
起
さ
れ
『
ｔ
例
へ
ば
近

悦
聊
靫
宕
主
制
と
科
翠
と
の
闘
侃
、
露
俳
向
路
或
に
異
民
族
の
漢
人
統
仰

策
と
し
て
の
科
扇
制
度
等
の
如
き
政
治
史
的
意
義
、
或
は
叉
申
世
沢
族
に

對
す
る
所
謂
近
世
士
大
夫
階
級
乃
至
讃
‐
人
階
級
と
し
て
・
り
此
會
史
的
猷

義
、
更
に
は
文
學
、
史
學
、
宗
敦
ご
百
學
等
の
文
化
史
的
、
思
想
史
的
立

場
に
於
け
る
科
塔
の
し
め
る
地
位
等
々
、
多
々
問
屈
は
含
士
れ
て
ゐ
Ｉ
る
、

従
っ
て
科
畢
こ
そ
中
國
の
官
制
り
ひ
な
ら
ず
、
巾
国
そ
の
も
ゆ
を
知
Ｉ

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
賞
冠
科
米
・
£
知
ら
ず
し
て
は
、
中
。
國
は
語
り
付

な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
従
来
ゝ
般
ａ
人
が
中
四
問
題
、
’
ご
論
ず
る
に
富

っ
て
は
、
あ
ま
り
に
稿
晰
的
で
あ
＝
>
1
、
上
す
べ
Ｕ
的
で
Ｉ
」
つ
て
、
か
か
る

重
大
な
ろ
間
居
を
包
含
七
る
科
挙
に
對
し
て
も
、
た
だ
淡
然
と
そ
ツ
仔
在

を
知
t
＾
　
'
　
■
*
過
■
≪
≪
ｓ
程
で
、
今
迄
に
そ
の
本
質
に
ぶ
れ
た
専
門
書
ら
し
吋
導

Ｉ門
書
が
田
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
事
は
一
見
不
思
Ｊ
に
見
え
で
、
穴
は
悶

題
が
傑
り
に
重
且
大
で
あ
る
事
に
、
そ
の
原
囚
が
存
す
る
の
で
あ
r
Ｏ
、

　

こ

の
今
迄
に
鸞
然
凌
表
さ
る
べ
く
し
て
よ
策
さ
ぺ
な
か
っ
た
間
旭
が
、
池

　
　
　

ｌ

　
　
　
　

ｊ

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　
　
　

／

ｒ-6J
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息
に
先
生
の
手
に
世
に
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
は
我
々
の
最
も
喜
び
’
と
す

る
所
で
あ
る
。

　

先
生
の
数
多
い
著
作
並
び
に
研
究
論
文
は
此
處
に
紹
介
す
る
μ
ｔ
無
い

事
で
あ
り
。
且
又
本
Ｉ
の
批
評
紹
介
涼
は
私
如
き
に
は
荷
が
斌
す
ざ
る
り

で
、
未
だ
本
書
に
接
し
な
い
人
、
又
は
今
後
１
　
洋
史
を
學
ば
れ
る
人
々
り

ｎ
に
全
書
の
内
容
の
慨
略
を
述
べ
れ
ば
、
’
先
づ
本
書
は
、
結
論
「
科
畢
の

湯
華
」
、
［
洽
代
に
於
け
る
科
畢
の
制
度
］
、
［
近
世
支
那
涯
分
と
科
眼
］
、

「
糾
畢
制
厦
の
崩
桧
」
の
四
卓
か
ら
成
る
、
「
科
眼
の
沿
車
」
に
於
て
ば
、

官
吏
登
庸
法
を
漢
代
か
ら
始
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
所
謂
泣
代
の
辿
眼
、
南

北
朝
の
九
品
中
正
制
役
と
、
後
世
の
科
眼
と
の
根
本
的
差
異
は
、
他
認
と

自
ご
と
に
存
す
る
。
し
か
ら
ば
後
世
の
科
眼
は
、
そ
の
起
５
　
を
何
時
に
求

む
べ
き
か
。
そ
の
萌
芽
は
既
に
北
砂
片
に
萌
し
、
隋
の
開
皇
十
八
年
中
正

月
屁
？
厦
止
り
時
に
そ
の
起
源
を
良
し
、
種
々
の
健
庖
を
紅
た
る
後
末
代

に
至
以
、
形
式
内
容
共
に
行
く
べ
き
所
に
ま
で
到
迂
し
た
。
而
し
て
指
４
　

元
三
朝
は
共
に
異
。
氏
族
出
身
王
朝
に
し
て
付
武
立
國
の
政
飽
た
る
に
も
拘

ら
ず
、
科
眼
制
度
ぼ
踏
リ
ー
さ
れ
、
明
代
に
至
っ
て
は
學
校
制
度
を
も
包
括

す
る
形
殷
上
尨
大
な
も
の
と
な
り
、
宋
代
に
整
偏
さ
れ
た
科
畢
制
度
は
更

に
復
縁
化
さ
れ
、
荘
重
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
傾
向
の
最
も
渥
リ

く
現
れ
た
の
が
済
朝
で
か
つ
て
「
洽
代
に
於
け
る
科
畢
の
仙
度
」
に
於

て
、
友
づ
科
寥
の
前
提
た
る
學
校
｛
の
三
段
制
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
間
、

學
校
の
組
織
と
入
學
灸
桁
、
砺
試
出
闘
の
手
縦
、
科
場
の
瓜
習
、
生
貝
の

将
校
義
務
處
罰
'
　
Ｕ
'
ｅ
ｌ
及
川
友
に
就
い
子
狽
£
分
っ
て
詳
細
に
況
明
．
i
l
l

れ
、
次
に
法
制
上
純
粋
な
る
科
湧
別
皮
に
就
に
。
て
は
'
　
ｓ
試
、
分
試
、
殿

試
の
三
殺
制
と
、
こ
れ
に
附
眉
す
允
ｍ
涙
嶮
に
闘
し
て
微
に
入
り
、
細
を

穿
っ
た
解
截
が
施
さ
池
て
居
る
。
此
血
に
至
っ
て
、
従
末
漠
然
と
考
へ
ら

れ
て
来
た
科
卒
な
る
も
の
が
、
そ
の
組
搬
内
容
に
於
て
、
如
何
に
複
縁
を

極
め
た
も
の
な
る
か
を
は
っ
き
り
・
知
り
得
る
と
共
に
、
認
政
者
た
る
盾
朝

営
局
者
が
科
弔
制
淀
を
如
何
に
皿
絹
し
、
且
つ
父
こ
れ
に
萱
心
を
抑
っ
た

か
Ｉ
列

譚
科
雅
ぺ
清
朝
と
し
て
も
輿
民
族
支
配
と
言
｛
り
別
な
立
場
に
や
っ

て
、
’
そ
ぶ
討
策
に
も
臼
ら
掲
特
丿
伺
肪
を
有
し
、
出
来
得
る
限
り
夕

と
努
力
ご

っ
た
弓
址
後
に
方
向
を
辿
へ
て
科
尽
以
外
の
所
謂
詐
途
出
身
の
文
弗
冨
の

登
用
法
を
附
け
加
へ
ら
れ
科
聯
と
比
岐
す
る
事
に
依
っ
て
、
一
冊
科
聯
心

性
格
を
明
瞭
に
せ
ら
れ
て
此
の
章
を
柊
っ
て
ゐ
る
。

　

｀

　
　

「
近
世
支
那
吐
介
と
糾
畢
」
に
は
三
つ
の
事
が
辿
べ
ら
拓
七
ゐ
る
。
第
、

一
に
比
介
冊
級
と
科
弔
と
の
問
係
で
心
り
、
訟
介
階
級
的
に
見
ど
と
、
た

Ｉ
へ
科
卒
は
行
は
れ
た
が
唐
代
の
性
格
は
、
前
漢
末
若
し
く
は
後
良
に
飴

宜
る
血
統
門
閥
を
乎
ル
ず
る
説
族
陪
級
と
、
宋
代
よ
り
勃
貝
し
た
新
聞
以

級
と
の
相
剋
時
代
で
、
而
も
中
世
女
族
は
此
の
間
、
既
に
衰
退
し
始
め
、

五
代
の
既
匯
と
共
に
著
し
く
共
の
勢
力
を
減
じ
た
。
こ
れ
に
代
っ
た
新
川
ハ

階
級
こ
そ
、
科
卒
出
身
の
所
溺
士
大
夫
階
級
で
Ｉ
Ｓ
＝
^
;
Ｓ
Ｓ
^
人
階
級
で
か

る
。
彼
等
の
巾
世
貨
飲
と
異
る
陥
は
彼
０
　
は
陶
丸
君
ま
の
忠
貫
な
る
臣
下

で
あ
る
V
J
共
に
常
時
の
最
高
の
智
識
階
級
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
出
身
も
随

く
晨
工
面
か
ら
も
求
め
ら
れ
る
が
、
粘
高
押
■
ｓ
的
蝕
裕
ツ
？
心
冨
裕
階
級

に
限
ら
れ
た
の
で
、
巾
世
臓
族
と
責
こ
そ
異
な
拓
、
近
世
士
大
夫
も
亦
一

ｓ４９丿卯-
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種
の
貴
族
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
近
世
末
期
の
支
那
此
會
は
、
士
大
夫
と
庶

民
、
治
者
と
被
治
者
、
智
識
階
級
と
無
智
識
階
級
、
地
主
と
農
民
の
二
大

分
野
に
朗
然
と
区
別
さ
れ
た
。
第
二
は
官
僚
生
活
と
科
卒
の
問
題
で
、
こ

の
中
に
は
科
卒
出
身
者
の
官
際
に
し
め
る
匹
分
的
。
地
位
と
、
科
挙
に
伴
ふ

寞
争
就
中
王
安
石
を
中
心
と
す
る
新
法
寫
と
、
司
馬
光
、
呂
公
著
等
の
菰
法

ｎ
と
の
器
争
、
更
に
官
界
の
気
凪
等
が
興
味
深
く
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
１

　
　
　
　
　
　
　

。
―
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
Ｉ

三
は
、
科
卒
と
學
問
と
の
開
係
が
、
相
互
に
囚
果
随
縁
を
持
ち
っ
χ
迦
渉

発
展
し
た
が
、
總
じ
て
科
場
は
皆
義
の
學
同
を
盛
に
し
、
一
般
知
識
の
向

上
に
良
献
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
勢
の
赴
く
所
、
終
に
‘
は
両
者
分
離

す
る
’
に
至
り
、
科
卒
準
稲
の
認
の
學
問
は
、
純
綿
の
學
圓
に
非
ず
し
「

輦
な
る
仕
官
の
手
段
乃
至
は
祀
交
的
意
味
で
の
學
問
に
駈
し
去
っ
て
し
ま

っ
た
。

　

侃
後
の
「
科
眼
制
皮
の
崩
な
」
に
於
て
ぱ
、
借
末
外
国
文
明
、
特
に
西

欧
文
明
の
侵
透
と
そ
の
雨
迫
と
、
又
一
方
に
科
阜
偏
度
そ
の
も
の
の
内
に

舎
ま
れ
る
訣
陥
の
ぶ
露
に
‘
、
次
第
に
自
已
崩
雄
へ
と
向
っ
た
。
こ
れ
に
對

す
る
洽
朝
最
後
の
努
力
は
、
光
緒
末
、
ぶ
堂
２
奨
岫
と
外
ｍ
留
學
生
温
鐙

へ
と
向
け
ら
れ
た
が
、
事
志
ｉ
反
し
て
、
皮
肉
に
も
革
命
は
彼
等
の
手
に

な
Ｕ
、
洽
朝
の
滅
亡
と
共
に
予
三
百
牛
の
図
史
を
有
す
る
科
卒
制
度
も
崩

抱
し
た
。
此
處
７
科
籐
制
度
を
慨
溺
す
れ
ば
ヽ
儒
仮
特
に
朱
子
以
来
の
儡
駄

は
宗
仮
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
苔
撃
こ
そ
儒
仮
借
侶
の
得
度
の
認
り

學
俯
試
験
で
あ
り
、
總
じ
て
中
岡
は
政
仮
一
致
の
代
表
的
法
皇
國
で
あ
る

が
、
巾
國
皇
帝
及
び
斜
眼
制
度
の
性
格
は
宗
孜
的
と
。
言
ふ
ょ
り
儲
Ｕ
に
政

沿
的
色
彩
沁
濃
厚
で
め
っ
た
の
浅
科
卒
の
崩
攘
こ
そ
、
と
り
も
な
ほ
さ

ず
法
皇
的
皇
帝
政
沿
の
終
焉
で
あ
り
、
欣
欣
分
鴎
の
國
と
な
っ
た
事
ｉ
-
l
-
！
ｌ

味
す
る
。
絡
り
に
結
論
的
な
意
味
で
科
畢
の
功
’
罪
に
闘
し
て
論
疎
せ
ら
れ

て
な
る
。

　

’
以
上
が
本
書
り
内
・
谷
の
概
略
で
･
J
3
　
ｈ
３
が
、
概
説
な
る
が
故
に
、
漠
文
り

引
川
は
殆
ん
ど
無
く
、
平
明
に
書
か
れ
て
あ
り
‘
、
て
両
し
て
科
吊
と
ぱ
如

何
な
る
も
り
か
を
は
っ
き
り
知
り
得
る
。
か
か
る
。
短
大
な
る
同
岫
が
、
か

く
も
平
易
に
戊
か
れ
て
、
世
に
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
事
は
、
我
が
學
界
り

最
も
喜
び
と
す
る
所
で
あ
り
、
少
く
と
も
中
國
に
回
心
を
有
す
る
者
砂
必

詞
の
衣
‥
と
言
ふ
も
決
し
て
励
言
で
は
な
い
。
恟
、
「
洽
代
に
於
け
る
科
畢

９
制
度
」
中
に
は
、
二
十
獄
葉
の
寫
似
版
が
入
れ
ら
れ
て
あ
り
、
詳
細
を

極
め
七
解
説
と
共
に
濤
朝
の
科
眼
制
度
が
限
前
に
、
ぼ
う
ふ
っ
す
る
の
釦

が
あ
る
。
又
第
三
草
第
四
原
中
に
は
種
々
の
じ
き
に
富
む
間
脳
が
合
ま
れ

て
居
り
、
我
々
後
學
者
の
學
ぶ
所
多
き
を
昌
ア
る
。

　
　
　
　
　
　
　

‐

　

最
後
に
、
践
に
も
書
か
れ
て
あ
る
如
ぐ
、
此
の
書
は
、
戦
時
中
、
召
集

直
前
書
か
れ
４
も
の
で
、
先
生
が
趾
柵
と
な
る
事
を
毘
悟
せ
ら
れ
た
ｍ
ｐ

あ
り
、
而
も
Ｓ
ｓ
ｌ
は
大
阪
大
爆
布
中
奇
蹟
的
に
秋
田
址
Ｑ
倉
庫
の
中
で
、

助
か
っ
た
も
り
で
、
先
生
御
自
身
に
と
っ
て
は
勿
論
、
我
々
後
學
者
に
と

っ
て
も
、
囚
縁
洵
か
ら
ぬ
も
の
あ
る
ａ
>
を
思
ふ
時
、
こ
の
書
か
今
こ
の
…
匹

に
出
さ
れ
た
事
に
対
し
て
、
一
肘
意
面
深
き
を
児
え
る
の
で
あ
る
。
恟
此

學
非
Ｔ
の
身
を
以
て
は
、
本
書
穴
1
3
似
を
帖
へ
得
な
か
っ
。
だ
陥
が
独
々
有

り
、
此
處
に
先
生
の
御
寛
恕
を
。
訪
ふ
次
笛
で
あ
る
。
（
萩
原
淳
平
）
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